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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素から構成される有機ＥＬ素子をマトリックス状に複数配置して有機ＥＬモジ
ュールを構成し、前記有機ＥＬモジュールをマトリックス状に複数配置して有機ＥＬディ
スプレイパネルを構成し、１フィールドの最大階調許容発光時間幅内においてＰＷＭ制御
により階調制御される有機ＥＬ表示装置であって、前記有機ＥＬモジュールにおける最大
階調の発光時間幅と波高値であるピーク電流値の最大階調データを検出する最大階調検出
回路と、前記最大階調検出回路により検出された前記最大階調データの前記発光時間幅が
入力され、前記発光時間幅に基づき、前記発光時間幅に、前記最大階調許容発光時間幅／
前記発光時間幅の係数を乗じた変換処理を行うデータ変換回路と、前記最大階調検出回路
により検出された前記最大階調データの前記ピーク電流値が入力され、前記ピーク電流値
に基づき、前記ピーク電流値を輝度値がデータ変換処理前の輝度とほぼ同一になるように
電流値変換処理を行う電流値変換回路とを設けたことを特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項２】
　複数の画素から構成される有機ＥＬ素子をマトリックス状に複数配置して有機ＥＬモジ
ュールを構成し、前記有機ＥＬモジュールをマトリックス状に複数配置して有機ＥＬディ
スプレイパネルを構成し、１フィールドの最大階調許容発光時間幅内においてＰＷＭ制御
により階調制御される有機ＥＬ表示装置であって、前記有機ＥＬ素子における最大階調の
発光時間幅と波高値であるピーク電流値の最大階調データを検出する最大階調検出回路と
、前記最大階調検出回路により検出された前記最大階調データの前記発光時間幅が入力さ
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れ、前記発光時間幅に基づき、前記発光時間幅に、前記最大階調許容発光時間幅／前記発
光時間幅の係数を乗じた変換処理を行うデータ変換回路と、前記最大階調検出回路により
検出された前記最大階調データの前記ピーク電流値が入力され、前記ピーク電流値に基づ
き、前記ピーク電流値を輝度値がデータ変換処理前の輝度とほぼ同一になるように電流値
変換処理を行う電流値変換回路とを設けたことを特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項３】
　複数の画素から構成される有機ＥＬ素子をマトリックス状に複数配置して有機ＥＬモジ
ュールを構成し、前記有機ＥＬモジュールをマトリックス状に複数配置して有機ＥＬディ
スプレイパネルを構成し、１フィールドの最大階調許容発光時間幅内においてＰＷＭ制御
により階調制御される有機ＥＬ表示装置であって、前記有機ＥＬディスプレイパネルにお
ける最大階調の発光時間幅と波高値であるピーク電流値の最大階調データを検出する最大
階調検出回路と、前記最大階調検出回路により検出された前記最大階調データの前記発光
時間幅が入力され、前記発光時間幅に基づき、前記発光時間幅に、前記最大階調許容発光
時間幅／前記発光時間幅の係数を乗じた変換処理を行うデータ変換回路と、前記最大階調
検出回路により検出された前記最大階調データの前記ピーク電流値が入力され、前記ピー
ク電流値に基づき、前記ピーク電流値を輝度値がデータ変換処理前の輝度とほぼ同一にな
るように電流値変換処理を行う電流値変換回路とを設けたことを特徴とする有機ＥＬ表示
装置。
【請求項４】
　前記電流値変換回路は、前記ピーク電流値に、前記発光時間幅／前記最大階調許容発光
時間幅の係数を乗じた電流値変換処理であることを特徴とする請求項１～請求項３のいず
れか１項に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項５】
　輝度を制御する調光データ信号を前記電流値変換回路に一律に送信して前記有機ＥＬデ
ィスプレイパネル全体の輝度を一律に制御するようにしたことを特徴とする請求項１～請
求項４のいずれか１項に記載の有機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば、複数の画素から構成される有機ＥＬ（Electro-Luminescence、エ
レクトロルミネッセンス）素子をマトリックス状に複数配置して有機ＥＬモジュールを構
成し、有機ＥＬモジュールをマトリックス状に複数配置して有機ＥＬディスプレイパネル
を構成する有機ＥＬ表示装置に関し、特に装置の寿命を改善するための有機ＥＬ表示装置
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、有機ＥＬ表示装置としては、特許文献１（特許第４２２５７７４号公報）に示す
ように、表示データに対応する任意の階調データから階調を選択し、多階調表示を行う際
、前記階調データの上位ビットを電流振幅変調による階調方式で表現するとともに、前記
階調データの下位ビットをフレームレートコントロール階調方式で表現し、フレームレー
トコントロール階調方式を前記電流振幅変調による階調方式に付け加える階調方式のもの
がある。
【０００３】
　また、有機ＥＬ表示装置としては、特許文献２（特開２０００－５６７２７号公報）に
示すように、信号ドライバが複数の値の電流ないし電圧出力制御による階調表示と、複数
の出力時間幅の制御による階調表示を同時に行うことで高速動作、高精度を必要としない
階調表示を可能とするものがある。
【０００４】
　また、有機ＥＬ表示装置としては、特許文献３（特開２００１－１０９４２１号公報）
に示すように、低輝度の時は出力振幅値制御で階調を表現し、高輝度時には出力時間幅制
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御に切り替えて階調を表現することによって、階調を精度よく実現するものがある。
【０００５】
　また、有機ＥＬ表示装置としては、上述した各特許文献以外にも例えば図１０～図１３
に示すものがある。図１０は従来の有機ＥＬ表示装置を示す構成図である。図１１は従来
の有機ＥＬ表示装置の階調制御パターンを示す波形図である。図１２は従来の有機ＥＬ表
示装置の画素配列パターンを示すパターン図である。図１３は従来の有機ＥＬ表示装置に
おける階調制御パターンを示す波形図である。
【０００６】
　従来の有機ＥＬ表示装置は、複数の画素８から構成される有機ＥＬ素子９をマトリック
ス状に複数配置して有機ＥＬ表示パネル１０を構成し、有機ＥＬ表示パネル１０と、基板
１１に配設され、有機ＥＬ表示パネル１０を制御する制御回路１２、画像メモリ１３、駆
動回路１４とにより有機ＥＬモジュール１５が構成される。この有機ＥＬモジュール１５
をマトリックス状に複数配置して有機ＥＬディスプレイパネル７が構成される。
【０００７】
　有機ＥＬディスプレイパネル７の各有機ＥＬモジュール１５はバッファメモリ１６を介
してＢＵＳ１７を通して接続されている。
【０００８】
　各有機ＥＬモジュール１５にはモジュールのサイズに対応して分割された画像が表示さ
れ、画面全体で一つの画像が表示される。有機ＥＬモジュール１５は、必要に応じて複数
の有機ＥＬ素子９をマトリックス状に複数配置して有機ＥＬ表示パネル１０を構成し、電
源を含む場合もある。
【０００９】
　従来の有機ＥＬ表示装置は、各有機ＥＬ素子９あるいは各有機ＥＬモジュール１５間の
継ぎ目（目地）がタイル状に目立たないように（目地レス）、各有機ＥＬ素子９あるいは
各有機ＥＬモジュール１５は近接して配置される。有機ＥＬ素子９は、初期の頃は、ＣＲ
Ｔや放電管の原理を応用した有機ＥＬ素子９が使用されたが、最近は、ＬＥＤ（Light Em
itting Diode）用途、屋外用超高輝度用途、軽量・薄型のビル壁面用途などの多様な用途
に対応できる公衆用表示装置として発展してきた。ＬＣＤ（Liquid Crystal Display、液
晶ディスプレイ）、ＰＤＰ（Plasma Display Panel、プラズマディスプレイ）、有機ＥＬ
などの各種表示デバイスにおいても、輝度や寿命など、大型表示装置用途としての性能と
目地レス配列に適した構造を実現できれば、大型表示装置に適用できる。各表示デバイス
の制御は、各画素に波高値が一定の駆動パルスを印加し、駆動パルスの累積時間幅を画像
の濃淡に比例せしめるＰＷＭ（Pulse Width Modulation、パルス幅変調）制御が一般的で
ある。
【００１０】
　また、有機ＥＬ素子９の輝度を変更する際、電流値を一定にし、点灯時間を変化させる
ことにより、輝度の制御を行って階調を表現している。すなわち、図１１に示すように、
画像信号は１フィールド２０とう言う期間があり、例えば、日本のテレビ信号の規格とし
い６０Ｈで、１フィールド２０とう言う期間は１／６０秒となる。一番明るいときには駆
動パルス幅が最大期間点灯し、一番暗いときには点灯しない。この駆動パルスの時間幅を
制御することにより、明るさの濃淡を表現している。これを階調の制御と言っている。
【００１１】
　１フィールド２０単位毎がそれぞれ制御範囲となり、表示システムとしての最大階調許
容発光時間幅はＴＡであり、最大階調の発光時間幅はＴＢ１である。そして、ピーク電流
値はｉｐである。
【００１２】
　一般的には、駆動パルスの発光時間幅は完全なディジタルであり、確実性の高い階調の
表現が可能であり、使用されている。これに対し、駆動パルスの高さ方向は電流値であり
アナログの要素があり、あまり使用されていない。
【００１３】
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　ところで、図１２に示すように、制御範囲内の複数の画素８の中で、例えば、画素ａ、
画素ｂ、画素ｃの階調は図１３に示すように、高さ方向のピーク電流値ｉｐはそれぞれ一
定であるが、パルスの時間幅、すなわち、各階調の発光時間幅は、ｄ１，ｄ２，ｄ３であ
り、それぞれ相違し、各画素ａ，ｂ，ｃに応じた階調が表現される。また、１フィールド
２０の制御範囲において、最大階調許容発光時間幅はＴＡであり、制御範囲における最大
階調時の発光時間幅はＴＢ１である。そして、ピーク電流値ｉｐは画素ａ、画素ｂ、画素
ｃおよび他の画素８ともに同じである。
【００１４】
　また、図１３に示すように、表示のＰＷＭ制御において、最大輝度の表示に対応する画
素の最大階調許容発光時間幅をＴＡとする。各有機ＥＬモジュール１５は、有機ＥＬモジ
ュール１５の制御範囲毎に、範囲内の画素の最大階調を検出する手段を有し、ここで検出
された画素の最大階調時の発光時間幅をＴＢ１とする。ＴＡは一定値であるが、ＴＢ１は
画像によって変化し、両者はＴＡ≧ＴＢ１の関係がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１５】
【特許文献１】特許第４２２５７７４号公報
【特許文献２】特開２０００－５６７２７号公報
【特許文献３】特開２００１－１０９４２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　上述した従来の有機ＥＬ表示装置は、一般に各画素８に波高値、すなわち、ピーク電流
値が一定の駆動パルスを印加し、一定時間である１フィールド２０内の各有機ＥＬ素子９
の各画素８にそれぞれ印加される駆動パルスの累積時間幅が画像の濃淡に比例するように
制御される。駆動パルス幅は、画像データに対応して低輝度時は短く、高輝度時は長くな
るが、駆動パルスのピーク電流値ｉｐは同じ電流が流れる。すなわち、最大階調のときで
も、最小階調のときでも、駆動パルスのピーク電流値ｉｐは同じである。
【００１７】
　すなわち、図１３に示すように、画素ａの階調は、最大階調許容発光時間幅のＴＡに対
して発光時間幅はｄ１であり、概ね半分ぐらいしか点灯していない状態であり、画素ｂの
階調は、最大階調許容発光時間幅のＴＡに対して発光時間幅はｄ２であり、画素ａの発光
時間幅はｄ１より少なく、画素ｂの階調は画素ａの階調より少ない点灯期間となっている
。さらに、画素ｃの階調は、最大階調許容発光時間幅のＴＡに対して発光時間幅はｄ３で
あり、画素ｂの発光時間幅はｄ2よりさらに少なく、画素ｃの階調は画素ｂの階調よりさ
らに少ない点灯期間となっている。
【００１８】
　しかし、表示システムとして、最大階調許容発光時間幅ＴＡまで点灯することができる
ようになっているが、実際には、各階調の発光時間幅ｄ１，ｄ２，ｄ３および最大階調時
の発光時間幅はＴＢ１までしか点灯していない状態となっている。したがって、最大階調
許容発光時間幅ＴＡと最大階調時の発光時間幅はＴＢ１との差が無駄な状態となっており
、効率性に劣る課題がある。
【００１９】
　特に、複数の画素８から構成される有機ＥＬ素子９をマトリックス状に複数配置して有
機ＥＬ表示パネル１０を構成し、有機ＥＬ表示パネル１０と、基板１１に配設され、有機
ＥＬ表示パネル１０を制御する制御回路１２、画像メモリ１３、駆動回路１４とにより有
機ＥＬモジュール１５が構成され、この有機ＥＬモジュール１５をマトリックス状に複数
配置して有機ＥＬディスプレイパネル７が構成される有機ＥＬ表示装置においては、公衆
への表示装置として、明るい環境にて高輝度で使用されることが多く、画像の濃淡の制御
において、ピーク電流値ｉｐは一定の制御であり、低輝度時の表示でも、ピーク電流値ｉ
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ｐが大きくなり、有機ＥＬ素子９への負荷が大きくなる。したがって、有機ＥＬ素子９の
寿命が短くなるという課題がある。
【００２０】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、画像の濃淡の制
御において、階調の発光時間幅の効率化を図るとともにピーク電流値を小さくすることに
より、有機ＥＬ素子への負荷を低減することができ、有機ＥＬ素子の長寿命化を図ること
ができる有機ＥＬ表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　この発明に係わる有機ＥＬ表示装置は、複数の画素から構成される有機ＥＬ素子をマト
リックス状に複数配置して有機ＥＬモジュールを構成し、前記有機ＥＬモジュールをマト
リックス状に複数配置して有機ＥＬディスプレイパネルを構成し、１フィールドの最大階
調許容発光時間幅内においてＰＷＭ制御により階調制御される有機ＥＬ表示装置であって
、前記有機ＥＬモジュールにおける最大階調の発光時間幅と波高値であるピーク電流値の
最大階調データを検出する最大階調検出回路と、前記最大階調検出回路により検出された
前記最大階調データの前記発光時間幅が入力され、前記発光時間幅に基づき、前記発光時
間幅に、前記最大階調許容発光時間幅／前記発光時間幅の係数を乗じた変換処理を行うデ
ータ変換回路と、前記最大階調検出回路により検出された前記最大階調データの前記ピー
ク電流値が入力され、前記ピーク電流値に基づき、前記ピーク電流値を輝度値がデータ変
換処理前の輝度とほぼ同一になるように電流値変換処理を行う電流値変換回路とを設けた
ものである。
【発明の効果】
【００２２】
　この発明に係わる有機ＥＬ表示装置によれば、装置の長寿命化を図ることができる有機
ＥＬ表示装置を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】この発明の実施の形態１に係わる有機ＥＬ表示装置を示す構成図である。
【図２】この発明の実施の形態１に係わる有機ＥＬ表示装置における１モジュールを示す
構成図である。
【図３】この発明の実施の形態１に係わる有機ＥＬ表示装置におけるデータ信号ドライバ
と走査信号ドライバとの関係を示す構成図である。
【図４】この発明の実施の形態1に係る有機ＥＬ表示装置におけるデータ信号ドライバと
走査信号ドライバの出力状態を示す波形図である。
【図５】この発明の実施の形態1に係る有機ＥＬ表示装置における階調制御パターンを示
す波形図である。
【００２４】
【図６】この発明の実施の形態２に係る有機ＥＬ表示装置における有機ＥＬ表示パネルを
示す構成図である。
【図７】この発明の実施の形態２に係る有機ＥＬ表示装置を示す構成図である。
【図８】この発明の実施の形態３に係る有機ＥＬ表示装置を示す構成図である。
【図９】この発明の実施の形態４に係る有機ＥＬ表示装置を示す構成図である。
【００２５】
【図１０】従来の有機ＥＬ表示装置を示す構成図である。
【図１１】従来の有機ＥＬ表示装置の階調制御パターンを示す波形図である。
【図１２】従来の有機ＥＬ表示装置の画素配列パターンを示すパターン図である。
【図１３】従来の有機ＥＬ表示装置における階調制御パターンを示す波形図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
実施の形態１．
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　以下、この発明の実施の形態１を図１～図５に基づいて説明するが、これら各図におい
て、同一、または相当部材、部位については同一符号を付して説明する。図１はこの発明
の実施の形態１に係わる有機ＥＬ表示装置を示す構成図である。図２はこの発明の実施の
形態１に係わる有機ＥＬ表示装置における１モジュールを示す構成図である。図３はこの
発明の実施の形態１に係わる有機ＥＬ表示装置におけるデータ信号ドライバと走査信号ド
ライバとの関係を示す構成図である。図４はこの発明の実施の形態1に係る有機ＥＬ表示
装置におけるデータ信号ドライバと走査信号ドライバの出力状態を示す波形図である。図
５はこの発明の実施の形態1に係る有機ＥＬ表示装置における階調制御パターンを示す波
形図である。
【００２７】
　これら各図において、１はビデオシステム、２はコンピューターシステム、３は表示コ
ントローラ３であり、ビデオシステム１から入力されるＴＶ信号処理部４およびコンピュ
ーターシステム２から入力されるグラフィック処理部５と文字情報処理部６とから構成さ
れている。
【００２８】
　１０７は有機ＥＬディスプレイパネルである。複数の画素８から構成される有機ＥＬ素
子９をマトリックス状に複数配置して有機ＥＬ表示パネル１１０を構成し、有機ＥＬ表示
パネル１１０と、基板１１１に配設された制御回路１１２、画像メモリ１１３、駆動回路
１１４とにより有機ＥＬモジュール１１５が構成される。この有機ＥＬモジュール１１５
をマトリックス状に複数配置して有機ＥＬディスプレイパネル１０７が構成される。
【００２９】
　有機ＥＬディスプレイパネル１０７の各有機ＥＬモジュール１１５はバッファメモリ１
６を介してＢＵＳ１７を通して接続されている。
【００３０】
　図２はある一つの有機ＥＬモジュール１１５を示しており、駆動回路１１４はデータ信
号ドライバ１１８と走査信号ドライバ１１９とにより構成されており、制御回路１１２に
よりそれぞれ駆動される。
【００３１】
　図３に示すように、データ信号ドライバ１１８からはｄ１，ｄ２，ｄ３，ｄｎの信号が
出力され、走査信号ドライバ１１９からはＳ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓｎの信号が出力される。
データ信号ドライバ１１８からの信号線と走査信号ドライバ１１９からの信号線の交点に
、データ信号ドライバ１１８からの信号線と走査信号ドライバ１１９からの信号線をつな
ぐように有機ＥＬ素子９が接続される。
【００３２】
　図４はデータ信号ドライバ１１８と走査信号ドライバ１１９の出力状態を示し、走査信
号ドライバ１１９から信号線Ｓ１が出力されて点灯された場合には、その信号線Ｓ１と交
差するデータ信号ドライバ１１８からの信号線ｄ１，ｄ２，ｄ３，ｄｎとつながる有機Ｅ
Ｌ素子９が駆動されるようになっている。このとき、走査信号ドライバ１１９の信号線Ｓ
２，Ｓ３，Ｓｎは出力されていないので、これら走査信号ドライバ１１９の信号線Ｓ２，
Ｓ３，Ｓｎと交差するデータ信号ドライバ１１８からの信号線ｄ１，ｄ２，ｄ３，ｄｎと
つながる有機ＥＬ素子９は駆動されない。
【００３３】
　走査信号ドライバ１１９から信号線Ｓ２が出力されて点灯された場合には、その信号線
Ｓ２と交差するデータ信号ドライバ１１８からの信号線ｄ１，ｄ２，ｄ３，ｄｎとつなが
る有機ＥＬ素子９が駆動されるようになっている。このとき、走査信号ドライバ１１９の
信号線Ｓ１，Ｓ３，Ｓｎは出力されていないので、これら走査信号ドライバ１１９の信号
線Ｓ１，Ｓ３，Ｓｎと交差するデータ信号ドライバ１１８からの信号線ｄ１，ｄ２，ｄ３
，ｄｎとつながる有機ＥＬ素子９は駆動されない。
【００３４】
　走査信号ドライバ１１９から信号線Ｓ３が出力されて点灯された場合には、その信号線
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Ｓ３と交差するデータ信号ドライバ１１８からの信号線ｄ１，ｄ２，ｄ３，ｄｎとつなが
る有機ＥＬ素子９が駆動されるようになっている。このとき、走査信号ドライバ１１９の
信号線Ｓ１，Ｓ２，Ｓｎは出力されていないので、これら走査信号ドライバ１１９の信号
線Ｓ１，Ｓ２，Ｓｎと交差するデータ信号ドライバ１１８からの信号線ｄ１，ｄ２，ｄ３
，ｄｎとつながる有機ＥＬ素子９は駆動されない。
【００３５】
　走査信号ドライバ１１９から信号線Ｓｎが出力されて点灯された場合には、その信号線
Ｓｎと交差するデータ信号ドライバ１１８からの信号線ｄ１，ｄ２，ｄ３，ｄｎとつなが
る有機ＥＬ素子９が駆動されるようになっている。このとき、走査信号ドライバ１１９の
信号線Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３は出力されていないので、これら走査信号ドライバ１１９の信号
線Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３と交差するデータ信号ドライバ１１８からの信号線ｄ１，ｄ２，ｄ３
，ｄｎとつながる有機ＥＬ素子９は駆動されない。
【００３６】
　以上のように、走査信号ドライバ１１９から出力は、信号線Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓｎの
順に出力され、さらに、信号線Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓｎの順に高速に繰り返されるので、
人間の目には連続して表示されているように見える。
【００３７】
　ところで、各画素の輝度は、ほぼ駆動パルスのピーク電流値と時間幅の積に比例する。
特に有機ＥＬのように発光部の電流密度が寿命に影響する表示デバイスでは、ピーク電流
値を抑えて電流密度を軽減し、発光時間幅を長くして同等の輝度を得る方法が有効である
。
【００３８】
　この実施の形態１においては、制御範囲として有機ＥＬ表示パネル１１０を対象とした
場合を示しており、図２に示すように、有機ＥＬモジュール１１５に最大階調検出回路１
２１を搭載し、有機ＥＬ表示パネル１１０内における最大階調を最大階調検出回路１２１
により検出する。最大階調検出回路１２１により検出された最大階調のデータはデータ変
換回路１２２に送信される。データ変換回路１２２においては、最大階調検出回路１２１
により検出された最大階調の発光時間幅ＴＢ１に基づき、発光時間幅ＴＢ１にＴＡ／ＴＢ
１の係数を乗じたデータ変換処理が行われる。また、最大階調検出回路１２１により検出
された最大階調のデータは電流値変換回路１２３に送信される。電流値変換回路１２３に
おいては、最大階調検出回路１２１により検出された最大階調の波高値であるピーク電流
値ｉｐに基づき、輝度値がデータ変換処理前の輝度とほぼ同一になるようにピーク電流値
ｉｐに電流値を低減するための変換処理を行う。この電流値変換回路１２３は、変換処理
の一例として、電流と輝度の関係が正比例関係の場合は、ＴＢ１／ＴＡの係数を乗じた電
流値変換処理が行われる。
【００３９】
　データ変換回路１２２においてデータ変換処理されたデータおよび電流値変換回路１２
３において電流値変換処理されたデータがそれぞれデータ信号ドライバ１１８に出力され
るようになっており、それら変換処理されたデータに基づき、階調制御が行われる。
【００４０】
　すなわち、最大階調の発光時間幅ＴＢ１のものは、発光時間幅ＴＢ１にＴＡ／ＴＢ１の
係数を乗じて最大階調許容発光時間幅ＴＡまで点灯させるものである。しかし、輝度を変
えることができないので、発光時間幅を単純に長く延ばすだけでは明るくなり過ぎて輝度
が変わるので、輝度が変わらないように、発光時間幅を長く延ばした分だけ波高値である
ピーク電流を下げて同じ明るさにして同じ輝度となるようにしている。このように、最大
階調のピーク電流値ｉｐにＴＢ１／ＴＡの係数を乗じることにより、輝度を変えることな
く、ピーク電流値を下げるようにしている。
【００４１】
　図５に示すように、最大階調の発光時間幅ＴＢ１にＴＡ／ＴＢ１の係数を乗じると、発
光時間幅はＴＢ１１となり、ＴＢ１１＝ＴＡの関係となるので、最大階調許容発光時間幅
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ＴＡまで点灯させることができる。したがって、最大階調許容発光時間幅ＴＡと最大階調
時の発光時間幅はＴＢ１１との差が無くなり、上述した従来装置のような無駄な状態が全
くなくなり、効率性が著しく向上する。また、最大階調のピーク電流値ｉｐにＴＢ１／Ｔ
Ａの係数を乗じるので、ピーク電流値ｉｐより小さいピーク電流値ｉｑとなる。ピーク電
流値ｉｑがピーク電流値ｉｐより小さくなることにより、有機ＥＬ素子９への負荷を低減
することができ、有機ＥＬ素子９の長寿命化を図ることができる。強いては、有機ＥＬ表
示装置全体としての長寿命化も図ることができる。
【００４２】
　また、最大階調時におけるＴＡ／ＴＢ１の係数および最大階調時におけるＴＢ１／ＴＡ
の係数を画素ａ、画素ｂ、画素ｃおよび他の画素８に乗じる。図５に示すように、画素ａ
の発光時間幅はｄ１１でｄ１より長く延ばすことができるとともに、画素ａのピーク電流
値はｉａでピーク電流値ｉｐより小さくすることができる。画素ｂの発光時間幅はｄ１２
でｄ２より長く延ばすことができるとともに、画素ｂのピーク電流値はｉｂでピーク電流
値ｉｐより小さくすることができる。画素ｃの発光時間幅はｄ１３でｄ３より長く延ばす
ことができるとともに、画素ｃのピーク電流値はｉｃでピーク電流値ｉｐより小さくする
ことができる。
【００４３】
実施の形態２．
　この発明の実施の形態２を図６および図７に基づいて説明する。図６はこの発明の実施
の形態２に係る有機ＥＬ表示装置における有機ＥＬ表示パネルを示す構成図である。図７
はこの発明の実施の形態２に係る有機ＥＬ表示装置を示す構成図である。
【００４４】
　上述した実施の形態１においては、有機ＥＬモジュール１１５に搭載され、複数の画素
８から構成される有機ＥＬ素子９をマトリックス状に複数配置して有機ＥＬ表示パネル１
０を制御対象とした場合について述べたが、この発明の実施の形態２においては、各有機
ＥＬ素子９を制御対象としたものである。
【００４５】
　最大階調検出回路１２１、データ変換回路１２２、電流値変換回路１２３などを搭載し
たＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Array）１２４により各有機ＥＬ素子９を統括し
て制御する構成としている。
【００４６】
　１フィールド２０毎の映像データにおいて、有機ＥＬ素子９の制御範囲毎に、制御範囲
内の画素の最大階調を収集する。収集した最大階調の発光時間幅が、その表示システムで
表現可能な最大階調許容発光時間幅ＴＡよりも小さかった場合、その有機ＥＬ素子９の制
御範囲内の全素子の点灯期間を長く延ばす。長く延ばす係数は、上述した実施の形態１と
同様に、１つの有機ＥＬ素子９の制御範囲内の最大階調の発光時間幅と、表示システムで
表現可能な最大階調許容発光時間幅ＴＡから割り出される。
【００４７】
　すなわち、１つの有機ＥＬ素子９の制御範囲内の最大階調の発光時間幅をＴＣとした場
合、最大階調の発光時間幅をＴＣに乗じる係数はＴＡ／ＴＣとなり、最大階調の波高値で
あるピーク電流値ｉｐに乗じる係数はＴＣ／ＴＡとなる。
【００４８】
　ＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Array）１２４により、有機ＥＬ素子９毎に階調
制御を行うようにすることにより、有機ＥＬモジュール１１５の有機ＥＬ表示パネル１１
０を対象とした階調制御に比べて、上述した実施の形態１よりもさらに効率性が向上する
有機ＥＬ表示装置を得ることができる。
【００４９】
　また、各有機ＥＬ素子９の最大階調は、それぞれ相違あるいは一部は同一となる最大階
調の発光時間幅となる場合においても、きめ細かな階調制御を行うことができる。
【００５０】
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実施の形態３．
　この実施の形態３を図８に基づいて説明する。図８はこの発明の実施の形態３に係る有
機ＥＬ表示装置を示す構成図である。
【００５１】
　上述した実施の形態１の階調制御対象は有機ＥＬモジュール１１５の有機ＥＬ表示パネ
ル１１０であり、上述した実施の形態２の階調制御対象は有機ＥＬ表示パネル１１０の各
有機ＥＬ素子９であったが、この実施の形態３においては、有機ＥＬモジュール１１５を
複数マチリックス状に配置した有機ＥＬディスプレイパネル１０７を階調制御対象とした
ものである。
【００５２】
　有機ＥＬディスプレイパネル１０７全体を制御範囲とするものであり、有機ＥＬディス
プレイパネル１０７全体内における最大階調を制御回路１２５の最大階調検出回路１２１
により検出する。最大階調検出回路１２１により検出された最大階調のデータはデータ変
換回路１２２に送信される。データ変換回路１２２においては、最大階調検出回路１２１
により検出された最大階調の発光時間幅に基づき、その発光時間幅がＴＤとした場合、発
光時間幅ＴＤにＴＡ／ＴＤの係数を乗じたデータ変換処理が行われる。また、最大階調検
出回路１２１により検出された最大階調のデータは電流値変換回路１２３に送信される。
電流値変換回路１２３においては、最大階調検出回路１２１により検出された最大階調の
波高値であるピーク電流値ｉｐに基づき、ピーク電流値ｉｐにＴＤ／ＴＡの係数を乗じた
電流値変換処理が行われる。
【００５３】
　データ変換回路１２２においてデータ変換処理されたデータおよび電流値変換回路１２
３において電流値変換処理されたデータがそれぞれデータ信号ドライバ１１８に出力され
るようになっており、それら変換処理されたデータに基づき、階調制御が行われる。
【００５４】
　この実施の形態３によれば、有機ＥＬディスプレイパネル１０７全体を制御範囲とする
ので、制御構成を簡素化することができる。
【００５５】
実施の形態４．
　この実施の形態４を図９に基づいて説明する。図９はこの発明の実施の形態４に係る有
機ＥＬ表示装置を示す構成図である。
【００５６】
　この実施の形態４においては、有機ＥＬディスプレイパネル１０７の各有機ＥＬモジュ
ール１１５に対して、明るさを制御できる調光データ信号１２６を共通に送信することが
できるようにしたものである。
【００５７】
　この実施の形態４によれば、調光データ信号１２６を各有機ＥＬモジュール１１５毎に
一律に送信するだけで、その調光データ信号１２６に基づいて、各有機ＥＬモジュール１
１５あるいは各有機ＥＬ素子９内の電流値変換回路１２３において電流値変換されて明る
さの濃淡制御が行われる。
【００５８】
　各有機ＥＬモジュール１１５毎に、調光データ信号１２６が各有機ＥＬモジュール１１
５毎に一律に送信される。調光データ信号１２６の調光データ値が例えば０．５であれば
、有機ＥＬディスプレイパネル１０７全体の輝度が一律に半分に下がり、調光データ信号
１２６の調光データ値が例えば０．１であれば、有機ＥＬディスプレイパネル１０７全体
の輝度が一律に１／１０に下がる。調光データ信号１２６の調光データ値が例えば１であ
れば、有機ＥＬディスプレイパネル１０７全体の輝度が変わらず、調光データ信号１２６
の調光データ値が例えば１．０であれば、有機ＥＬディスプレイパネル１０７全体の輝度
が一律に１０％アップした輝度となる。このように、有機ＥＬディスプレイパネル１０７
全体の輝度を一律に制御することができる。
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【産業上の利用可能性】
【００５９】
　この発明は、階調の発光時間幅の効率化を図るとともにピーク電流値を小さくすること
により、有機ＥＬ素子への負荷を低減することができ、有機ＥＬ素子の長寿命化を図るこ
とができる有機ＥＬ表示装置の実現に好適である。
【符号の説明】
【００６０】
　８　画素
　９　有機ＥＬ素子
　１０７　有機ＥＬディスプレイパネル
　１１０　有機ＥＬ表示パネル
　１１５　有機ＥＬモジュール
　１２１　最大階調検出回路
　１２２　データ変換回路
　１２３　電流値変換回路
　１２６　調光データ信号
　ＴＡ　最大階調許容発光時間幅
　ＴＢ１　最大階調の発光時間幅
　ＴＢ１１　最大階調の発光時間幅
　ｉｐ　ピーク電流値
　ｉｑ　ピーク電流値

【図１】 【図２】
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